
様式Ｓ－１－２７ 応募内容ファイル（添付ファイル項目） 
挑戦（萌芽）－概要１ 

研究目的及び研究計画の概要 
本欄には、研究計画調書に記載した「研究目的及び研究計画」の概要について焦点を絞り、簡潔にまとめて記述してください。 

 

※ 従来の挑戦的萌芽研究の細目別の書面審査と異なり、広い分野構成で多角的視点から審査が行われることに注意して作成して

ください。 

 



挑戦（萌芽）－概要２ 

これまでの研究活動と着想の経緯及び挑戦的研究としての意義（本研究種目に応募する理由） 
本研究種目は、これまでの学術の体系や方向を大きく変革、転換させる潜在性を有する挑戦的研究を募集するものです。 

本欄には、 

① これまでの研究活動を踏まえ、この研究構想に至った背景と経緯 

② 学術の現状を踏まえ、本研究構想が挑戦的研究としてどのような意義を有するか 

③ 応募者の研究遂行能力 

の 3 点を記述してください。 

 



 挑戦（萌芽）－１ 

研究目的及び研究計画 
本欄には、 

① 本研究の目的 

② その研究目的を達成するための研究計画・方法（研究体制（「研究組織」にある研究者及び研究協力者のそれぞれの役割）を 

含む） 

について、焦点を絞って具体的かつ明確に記述してください。 

 

※ 従来の挑戦的萌芽研究の細目別の書面審査と異なり、広い分野構成で多角的視点から審査が行われることに注意して作成して

ください。 

 



挑戦（萌芽）－２ 

研究目的及び研究計画（つづき） 
 



挑戦（萌芽）－３ 

挑戦的研究としての意義（本研究種目に応募する理由） 
本研究種目は、これまでの学術の体系や方向を大きく変革、転換させる潜在性を有する挑戦的研究を募集するものです。 

本欄には、 

① これまでの研究活動を踏まえ、この研究構想に至った背景と経緯 

② 学術の現状を踏まえ、本研究構想が挑戦的研究としてどのような意義を有するか、探索的性質の強い、あるいは芽生え期の

研究計画である場合には挑戦的研究としての可能性を有するか 

について記述してください。 

 



挑戦（萌芽）－４ 

人権の保護及び法令等の遵守への対応（公募要領４頁参照） 

本欄には、研究計画を遂行するに当たって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研

究、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など法令等に基づく手続が必要な研究が含まれている場合に、どのような

対策と措置を講じるのか記述してください。 

例えば、個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査、提供を受けた試料の使用、ヒト遺伝子解析研究、組換えＤＮＡ実

験、動物実験など、研究機関内外の倫理委員会等における承認手続が必要となる調査・研究・実験などが対象となります。 

なお、該当しない場合には、その旨記述してください。 

 

 
（金額単位：千円） 

設備備品費の明細 

記入に当たっては、挑戦的研究（萌芽） 研究計画調書作成・記入要領を参照して

ください。 

消耗品費の明細 
記入に当たっては、挑戦的研究（萌芽） 研究

計画調書作成・記入要領を参照してください。 

年度 
品 名・仕 様 

（数量×単価）（設置機関） 
金 額 品 名 金 額 

２９     



挑戦（萌芽）－５ 
（金額単位：千円） 

設備備品費の明細（つづき） 消耗品費の明細（つづき） 

年度 
品 名・仕 様 

（数量×単価）（設置機関） 
金 額 品 名 金 額 

     

旅費等の明細 記入に当たっては、挑戦的研究（萌芽） 研究計画調書作成・記入要領を参照してください。 

年度 
国内旅費 外国旅費 人件費・謝金 その他 

事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 
２９         



挑戦（萌芽）－６ 
（金額単位：千円） 

旅費等の明細（つづき） 

年度 
国内旅費 外国旅費 人件費・謝金 その他 

事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 
         

 

研究経費の妥当性・必要性 
本欄には、「研究目的及び研究計画」欄で述べた研究規模、研究体制等を踏まえ、次頁以降に記入する研究経費の妥当性・必要性・

積算根拠について記述してください。また、研究計画のいずれかの年度において、各費目（設備備品費、旅費、人件費・謝金）が

全体の研究経費の９０％を超える場合及びその他の費目で、特に大きな割合を占める経費がある場合には、当該経費の必要性（内

訳等）を記述してください。 

 



研究代表者のみ作成・添付 
挑戦（萌芽）－７ 

研究費の応募・受入等の状況・エフォート 
本欄は、合議審査において、「研究資金の不合理な重複や過度の集中にならず、研究課題が十分に遂行し得るかどうか」を判断

する際に参照するところですので、本人が受け入れ自ら使用する研究費を正しく記載していただく必要があります。本応募課題の

研究代表者の応募時点における、（１）応募中の研究費、（２）受入予定の研究費、（３）その他の活動について、次の点に留意し

記入してください。なお、複数の研究費を記入する場合は、線を引いて区別して記入してください。具体的な記載方法等について

は、研究計画調書作成・記入要領を確認してください。 

① 「エフォート」欄には、年間の全仕事時間を１００％とした場合、そのうち当該研究の実施等に必要となる時間の配分率（％）

を記入してください。 

② 「応募中の研究費」欄の先頭には、本応募研究課題を記入してください。 

③ 科研費の「新学術領域研究（研究領域提案型）」にあっては、「計画研究」、「公募研究」の別を記入してください。 

④ 所属研究機関内で競争的に配分される研究費についても記入してください。 

（１）応募中の研究費 
資金制度・研究費名（研究期

間・配分機関等名） 

研究課題名（研究代表者氏

名） 

 

役 割

(代表・

分 担 の

別) 

 
平 成 2 9 年 度
の研究経費 
 

(期間全体の額) 
(千円) 

エ フ

ォ ー

ト(%) 

 

研究内容の相違点及び他の研究費に加え
て本応募研究課題に応募する理由 
 
 (科研費の研究代表者の場合は、研究期間

全体の受入額を記入すること) 

【本応募研究課題】 
挑戦的研究（萌芽） 
（H29～H ） 

 

 
代表  

(   ) 
 

 
 

（総額    千円） 

      



研究代表者のみ作成・添付 
挑戦（萌芽）－８ 

研究費の応募・受入等の状況・エフォート（つづき） 

（２）受入予定の研究費 
資金制度・研究費名（研究期

間・配分機関等名） 

 

研究課題名（研究代表者氏

名） 

 

役 割

(代表・

分 担 の

別) 

 
平 成 2 9 年 度
の研究経費 
 

(期間全体の額) 
(千円) 

エ フ

ォ ー

ト(%) 

 

研究内容の相違点及び他の研究費に加
えて本応募研究課題に応募する理由 
 
 (科研費の研究代表者の場合は、研究期間

全体の受入額を記入すること) 

      

（３）その他の活動 
上記の応募中及び受入予定の研究費による研究活動以外の職務として行う

研究活動や教育活動等のエフォートを記入してください。 
 
 

合 計 
上記(１)、(２)、(３)のエフォートの合計 

100 
(%) 

 


